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論 文 内 容 の 要 旨

申請者の研究は 24Mg,28Si,32Sおよび 40Caにα粒子を照射 して重陽子の放出される反応を詳細に研究

して, この反応で生成される原子核 26Al,30P,34Cl,42Scについて多くの新 しい励起準位を見出し, これ

らの準位を原子核の殻構造の理論および核反応の理論によって解析 し, その性質を確立 したものである｡

申請者は京都大学化学研究所の 105cm のサイクロトロンから得られる29.OMeVのα粒子を用いて'

Mg,Si,S,Caの (α,d)反応を測定 した｡ この反応で放出される婁陽子の測定には, 固体検出器て構成 し

たいわゆる dE/dxカウンタ- とEカウンタ- の組合わせを用いて重陽子のみの選別を行ない, そのエネ

ルギー, 相対強度および反応角分布を測定 した｡ これらの測定値から反応生成核の励起準位の エ わ レギ

ー, 核反応における角運動量の移行量などを知ることができる｡

まず,32S(α,d)34Cl 反応では,34Cl の 1.23,2.73,3.64,4.06,4.79,5.23MeV など14の励起準位を観測

し, これらの内,2.73,3.64,4.06,4.79の4つの準位については, 多くの吟味を加えつつ行なった殻模

型理論の計算値がこの実測値とよい一致を示すことから, これらの準位は殻模型でいう (d3/2, f7/2)配位

の二粒子状態であり, そのスピン･パ リティはそれぞれ2-,5~,3~,4~であることを確定 した｡

ついで,28Si(α,d)30P反応では,30Pの 0.705, 1.45, 1.97,4.17,4.90,7.11MeV など11の励起準位を

得, さらに 24Mg(α,d)26Al 反応では 26Al の 0.42, 1.06, 1.85,3.60,6.85,7.73MeV など14の励起準位

を, また 40Ca(α,d)42Sc反応では 42Scの 0.60, 1.44,2.3,3.OMeV の4っの準位を測定 した｡ これら

の準位の多くは新たに見出されたもので あるが, 30Pの 4.17MeV,26Al の 3.60MeV の準位は 34Cl の

3.64MeV と同様に (d｡/2, f7/2)配位の 5-準位で ある ことを結論 した｡ その際の根拠は, 一般的な殻構

造上の推察の他に, これらの準位を生成するときの重陽子の角分布が極めて相似であり, またこれらを生

成する反応のQ値を質量数に従って並べたときの変化に顕著な系統性が見出されること, さらにこれら準

位のいわゆるスペク トロスコピック因子の大きさの検討などである｡

さらに 30Pの 7.llMeV,34Cl の 5.23MeV,42Scの 0.60MeV の準位についても上と同様な詳細な解
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柿, 特に二粒子移行反応理論による角分布の電子計算機による計算値の検討などを行ない, これらの準位

は殻模型の (f7/2)2配位に属する 7十準位であることを確立した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

原子番号が10から20のあたりの比較的軽い原子核の, ある程度高い励起状態については, その性質がま

だ充分には判明していない｡ 申請者の研究はこの近傍の奇奇核の励起状態について多くの新 しい測定値を

得てこれを解析 したものである｡

申請者は京都大学化学研究所のサイクロ トロンより得られる29MeVのα粒子を用い, 24Mg,28Si,32S,

40Caを標的核とした (α,d) 反応の重陽子を固体検出器によって測定 し, そのエネルギ- , 角分布, 相対

強度などを詳細に分析研究 した｡

これらの実験値から, それぞれの場合の生成核 26Al,BOP,34C1,42Sc について多くの新 しい励起状態を見

出し, これらの励起状態が原子核の殻構造模型の観点からどのような核子配位の状態であるかを種々の側

面にわたって検討 し, 多くの新 しい事実を明らかにした｡ すなわち, 34C1 の 2.7,3.6,4ユ 4.8MeV の4

つの準位 は殻模型の理論計算値との対比から, いわゆる (d3/2, f 7/2) 配佃 こよって生じる二粒子状態

で, スピン ･パ リティがそれぞれ21,5-,3-I,4-の準位で あることを確定 した. また 26Al の 3.6MeV,

30Pの 4.17MeV の準位も,34Cl の 3.6MeV5-準位と同様に (d3/2, f 7/2) 配位 の二粒子状態5【で ある

ことを, これらの反応の重陽子の角分布の解析, 生成反応のQ 値の規則的変化などによって推定 した｡ ま

た 34Cl の 5.23MeV,42Sc の 0.6MeV および 30Pの 7.1MeV 準位はいずれもスピン･パ リティ7十で殻

構造上では (f7/2)2配位の二粒子状態であることを同様な解析によって結論することに成功 した｡

以上を要するに, 申請者の研究は原子核構造の上でいわゆる sd核に属するとされている原子核につい

て, その新 しい励起状態を数多く見出し, とくに, 従来全 く報告のなかった 7十という高いスピン状態の

準位を見出し, それらのうち, 約10の準位についてその殻構造上の配位とスピン･パ リティを確定するこ

とに成功 した｡ これらの研究は原子核の殻構造に関する知識に多くの寄与を与えると同時に, その解析の

過程で示された諸事実は核反応の理論的解釈の発展にも貢献する所が大きいo

よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認めるO
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